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国保会計への支援と累積赤字額の推移 

累積赤字 一般会計からの赤字補てん 

負担の限界！高い国民健康保険料 これ以上の値上げを行うべきではありません 
 「国保料は負担の限界。せめ

て払える金額に引き下げてほし

い…」市民の方々からこうした

意見が多く寄せられます。 
しかし一方で、熊本市は、国

保会計の累積赤字が９６億円に

増える見込みであることを理由

に、さらなる国保料の値上げを

検討しています。 

政令市２０市のなかで２番目に

高い国保料をこれ以上値上げすれ

ば、最も国保料が重い政令市とな

り、多くの市民が苦しむことになり

ます。 
赤字が９６億円へと増える理由

は、市民の側や保険料に原因がある

のではありません。下のグラフのよ

うに、大西市長になって国保会計へ

の支援額が極端に減らされた

ためです。以前、約２８億円あ

った赤字補てんのための支援

額を、８億円に減らせば、２０

億円ずつ赤字が増えていくの

は明瞭です。 
増えた赤字のツケを、市民の

国保料値上げに押し付けるこ

とは許されません。国保会計へ

の支援額を、以前の水準に戻

し、払える国保料へと引き下げ

るべきです。 

大西市政 幸山市政 

国保の赤字が増える原因は、国保会計への支援額が激減したためです 
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国からの国保料軽減のための財源は 

保険料軽減に使うべきです 

 重い国保料の問題は、全国的な課題

となっています。国は、こうした状況

を受け、国保料の引き下げのための財

源措置を行いました。熊本市を除く政

令市では平均５６３０円の保険料引

き下げが行われていますが、熊本市

は、その財源を保険料引き下げに充て

ず、市民の負担は変わらないままとな

っています。国からの予算は、保険料

引き下げに使うべきです。 
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「
知
っ
て
ほ
し
い
国
民
健
康
保
険
の
実
態
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

な
す
ま
ど
か 

病
院
に
か
か
る
と
き
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
保
険
証
。
身

近
な
制
度
で
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
か
と
思
い

ま
す
が
、
制
度
の
中
身
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

今
、
国
民
健
康
保
険
は
、
制
度
の
そ
の
も
の
の
矛
盾
に
直
面

し
て
い
る
状
況
で
す
。
加
入
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
医
療
給

付
費
（
支
出
）
が
多
く
伸
び
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ
れ
を
ま

か
な
う
た
め
に
保
険
料
の
値
上
げ
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
低
年

金
や
非
正
規
雇
用
の
増
大
な
ど
、
加
入
者
の
所
得
が
低
い
な
か

（
加
入
者
の
８
割
が
所
得
２
０
０
万
円
以
下
）
で
、
所
得
の
２

割
に
当
た
る
保
険
料
が
課
せ
ら
れ
る
な
ど
、
負
担
の
限
界
を
超

え
る
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
国
や
地
方
自
治
体
の
財
政
的

な
支
援
の
拡
充
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
財
政
的
な
支
援
を
弱
め

た
熊
本
市
。
赤
字
増
大
を
招
い
た
自
ら
の
非
を
、
市
民
の
保
険

料
に
か
ぶ
せ
る
事
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

か
つ
て
、
保
険
料
の
滞
納
を
理
由
に
、
無
保
険
と
な
っ
た
市

民
が
８
０
０
０
世
帯
を
こ
え
る
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

多
く
の
市
民
が
声
を
上
げ
、
ま
た
熊
本
市
も
声
を
受
け
止
め
、

改
善
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
、「
こ
れ
以
上
の
保
険
料
値
上
げ
は
ス
ト
ッ
プ
を
！
払
え
る

国
保
料
へ
と
引
き
下
げ
を
！
」
こ
の
声
を
上
げ
る
時
で
す
。 

 

 



 
 
 
 
 
 

●委員会のインターネット中継実施 

 本会議だけでなく、常任委員会・予算決算特別

委員会も、インターネットによる同時中継・録画

放映が行われています。 

●市民と議会の意見交換会を実施 

 年 1回の意見交換会を実施。一般公募には手を

あげない人の意見も聴取する意味から、一般公募

とせず、市民から無作為抽出で案内を出している。 
 参加者の中には、市議会が市役所の中にあるこ

とすら知らない人もいて、議会を知ってもらうい

い機会になったと実感したとのこと。 

●「陳情」の扱いは「請願」と同等 

 「陳情書」は、基本的に「請願」と同じ扱いを

する。委員会に付託し審議を行い、議案として議

決する。議決結果は、陳情者に通知する。 

●議会閉会中に「文書質問」を実施 

 議会と議会の間の閉会中に1人1回提出できる 

●一般質問は毎回、委員会も原則「公開」 

 毎議会一般質問ができ、委員会室で委員会傍聴。 

 
 
 
 
 
 
 川崎市は、2009 年 6 月、政令市で初めて議会

基本条例を制定し、積極的な議会改革に取り組ん

でいます。 

●閉会中も、活発に常任委員会開催 

 議会閉会後の 2週間を除き、原則毎週水曜・金

曜に委員会を開き、請願・陳情の審議や所管事務

調査を行っている。 

●議場に大型ディスプレイ設置 

 議場に大型ディスプレイを設置し、発言する議

員を傍聴席等から見えやすくするとともに、質問

の内容をわかりやすくするために議員が作成した

資料も表示できるようにしている。 

●全区役所で議会のモニター中継実施 

 すべての区役所（7 カ所）のロビー等で議会の

インターネット中継をモニター放映。 
 また、委員会のモニター放映も実施。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

●議会としての「議会報告会」を実施 

 年 1回の議会報告会を実施。100名程度が参加。

各会派の代表による実行委員会をつくり、報告会

を企画・運営する。 

●委員会も含めインターネット中継を実施 

 本会議・予算決算特別委員会は、インターネッ

トでの同時中継を実施。委員会については、録画

放送を行っている。 

●請願・陳情の意見陳述も会議録に掲載 

 請願・陳情者の趣旨を明確にするため、意見陳

述を行い、正式な意見として会議録にも掲載する。 
 また、請願と陳情は同等の扱いで、採決も行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他都市に学び、市民に開かれた、活発な議会活動を！ 

熊本市も積極的な議会改革が求められます 

熊本市では、一般質問がひとり年 1 回しかでき

ないことや、委員会の直接傍聴もできません。 
開かれた議会にして、活発な論議ができるよう委

員会の公開や発言時間の充実を図り、市民に開か

れた議会への改革が必要です。 
 議会改革について、みなさまのご意見もお寄せ

ください。 
 

1月 26～28日、市議会・議会運営委員会で、東京都立川市、川崎市、東京都豊島区に議会改革の取り組みについて、視察に行きました。特徴的な取り組みについて紹介します。 
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【東京都・立川市】 

議会運営委員会行政視察報告        （上野 みえこ） 

【東京・豊島区】 【神奈川県・川崎市】 

 

（大型ディスプレ

イのある議場） 


